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疫
病
の
流
行
は
歴
史
の
流
れ
を
急
変
さ
せ
る
重
大
な
結
果
を
も

た
ら
し
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
一
貫
し
て
人
間
社
会
に
深
い
影
響

を
与
え
続
け
て
き
た
。

「
中
日
両
国
疫
病
史
対
照
年
表
」
は
、
中
国
と
日
本
に
お
け
る
紀

元
前
二
○
○
年
か
ら
紀
元
一
九
四
九
年
ま
で
の
三
千
年
間
の
主

な
史
書
の
考
証
と
、
各
時
代
医
学
家
の
伝
染
病
に
つ
い
て
著
し
た

主
要
な
医
学
書
に
基
づ
き
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
年
表
を
作
り

上
げ
て
見
る
と
、
両
国
の
疫
病
の
流
行
回
数
は
中
国
六
一
九
回
、

日
本
四
○
八
回
で
あ
る
。
日
本
の
記
録
が
始
ま
る
ま
で
の
、
紀
元

前
二
○
○
年
か
ら
紀
元
五
四
八
年
の
中
国
で
は
九
○
回
の
記
載

が
あ
る
。

中
国
の
歴
史
書
に
で
て
き
た
疫
病
流
行
に
つ
い
て
病
名
が
わ
か

る
も
の
は
少
な
い
。
明
清
時
代
の
地
方
誌
と
医
学
書
籍
に
載
る
も

72

「
中
日
両
国
疫
病
史
対
照
年
表
」
作
成

に
あ
た
っ
て

部

柿

の
を
見
る
と
、
疫
疾
流
行
の
回
数
は
、
漢
言
一
七
回
、
後
漢
書
二

五
回
、
三
国
誌
一
六
回
、
晋
書
四
○
回
、
宋
書
二
三
回
、
南
斎
書
、

梁
書
等
二
○
余
回
、
唐
書
一
六
回
、
宋
史
三
五
回
、
元
史
一
○
回
、

明
史
二
三
回
、
情
史
稿
は
三
○
○
回
で
あ
る
。

年
表
中
の
疫
病
の
種
類
は
、
癩
病
赤
痢
肥
前
瘡
マ
ラ
リ

ア
痘
瘡
狂
犬
病
流
行
性
脳
炎
肺
結
核
ハ
シ
カ
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
お
多
福
風
邪
ジ
フ
テ
リ
ア
ペ
ス
ト
コ
レ
ラ

猩
紅
熱
回
帰
熱
住
血
吸
虫
病
発
疹
チ
フ
ス
小
児
麻
痒

風
疹
な
ど
大
体
二
○
種
類
が
あ
る
。

１
、
戦
争
と
疫
病

古
来
、
戦
争
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
多
く
の
疫
病
が
流
行
し
た

か
は
、
年
表
の
記
載
か
ら
あ
る
程
度
わ
か
る
。
戦
争
が
、
肉
体
の

疲
労
、
食
料
の
不
足
、
不
衛
生
な
環
境
に
お
け
る
人
口
の
密
集
な

ど
の
事
態
を
招
き
、
疫
病
が
発
生
し
や
す
い
条
件
を
作
る
。
唐
代

前
に
戦
中
戦
後
に
発
生
し
た
疫
病
は
、
疫
病
流
行
の
総
数
の
四
分

の
一
で
あ
る
。
軍
隊
の
移
動
に
よ
る
疫
病
の
伝
染
も
見
ら
れ
る
。

特
に
遠
征
に
よ
り
あ
る
地
方
に
疫
病
が
伝
搬
す
る
き
っ
か
け
を
与

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

２
、
人
口
状
態
と
疫
病
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ま
た
疫
病
が
外
来
文
化
の
導
入
と
同
時
に
広
が
る
こ
と
は
、
日

本
の
疫
病
史
で
明
確
に
認
め
ら
れ
る
。
疫
病
史
は
文
明
史
、
社
会

史
、
世
界
史
な
ど
と
関
係
が
深
い
。
一
二
世
紀
に
も
感
染
症
は
注

係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

早
期
の
人
類
の
歴
史
に
は
飢
饅
性
の
病
気
、
疫
病
が
多
く
見
ら

れ
る
が
、
相
対
的
高
血
圧
、
心
臓
病
、
癌
な
ど
は
少
な
い
・
古
代
、

人
口
の
増
減
に
は
、
戦
争
、
災
害
、
飢
饅
、
疫
疾
、
婚
姻
状
態
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
中
国
で
は
一
八
四
○
年
か
ら
一
九
四
九
年
ま
で
一
○
九
年
の

間
に
、
人
口
が
一
億
三
千
人
し
か
増
え
ず
、
毎
年
の
平
均
増
加
率

が
○
・
二
六
％
に
留
ま
っ
た
の
は
、
こ
の
一
○
九
年
間
の
戦
争
頻

繁
、
疫
疾
流
行
と
関
係
が
あ
る
。
ま
た
人
口
の
増
減
と
都
市
の
発

展
及
び
文
化
の
発
達
と
は
繋
が
り
が
あ
る
。
例
え
ば
、
水
泡
ウ
イ

ル
ス
が
存
在
で
き
る
の
は
数
十
人
以
上
、
庖
疹
ウ
イ
ル
ス
が
二
千

人
以
上
の
人
口
で
生
存
す
る
、
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
が
五
○
万
人
以
上

の
群
落
に
は
生
存
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
狂
犬
病
、
脳
炎
、
発
疹
チ

フ
ス
な
ど
動
物
疫
源
性
疾
病
は
、
動
物
群
落
の
分
布
に
よ
っ
て
き

ま
る
。
研
究
に
よ
る
と
、
人
類
特
有
の
伝
染
源
疾
病
で
あ
る
麻
疹
、

痘
瘡
、
コ
レ
ラ
、
チ
フ
ス
な
ど
は
、
都
市
発
展
と
人
口
集
中
と
関

目
さ
れ
る
病
気
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
人
類
と
い
ろ
い
ろ
な
微
生

物
と
の
永
遠
の
戦
い
に
つ
い
て
の
考
察
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
。

本
稿
を
記
す
に
あ
た
り
、
酒
井
シ
ヅ
教
授
に
ご
指
導
い
た
だ
い

た
こ
と
を
深
謝
し
ま
す
。
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